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1. 問題の所在
初期唯識思想の形成過程において，重要な役割を担う概念の一つとして
“nimitta”（相，因相， ， ，以下「因相」と訳す
⑴
）がある．例
えば Sam. yutta-Nikāya において「無相心解脱（animittā cetovimutti）と
は何か．比丘よ，一切の因相（nimitta）を作意しないことによって無相
心三昧に到達して留まる．これを無相心解脱と言う
⑵
」のような記述が見ら
れ，『八千頌般若経』などでも仏陀の教説は因相によって把握されるもの
ではないといって「無自性」「空」が強調されるように，因相を離れた無
因相（animitta, 無相）ということが重要視される．
一方，『瑜伽師地論』では『菩薩地』「真実義品」において，非存在の増
益と存在の損減を問題とし，特に後者について「仮説の語のための因相と
いう基礎で あり，仮説の語のための因相という依り所で ある，言語表現で 
きない本質を持つという点で 勝義の実在で ある事態（vastu）を損減し，
決して存在しないと否定する者
⑶
」として批判する．「悪取空」に対して「価
値あることとして何が残るのか」というある種の「存在性」が説かれると
いえるが
⑷
，ここで因相は事態とともに言語表現の依り所であり，損減して
はならないものとされる．
このように因相は離れるべきものとして否定される一方，その存在性が
強調される場合がある．このことについて『菩薩地』と関係が深いとされ
る『大乗荘厳経論』において因相の概念について検討したところ，認識し
固定化した対象の特徴を意味する因相と，清浄と雑染をともに生み出す存
在の根拠としての因相との，二通りの意味に整理することができた．筆者
は前者を〈静的な因相〉（static nimitta），後者を〈動的な因相〉（dynamic 
nimitta）と呼び，前者が遍計所執性として，後者が依他起性として表され，
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前者を否定し後者の自覚を導くことが一つの課題として示されていると位
置づけた
⑸
．
以上のように，因相は離れるべきものとして一旦は否定されるが，ただ
因相を否定しただけでは解決しない課題が残るために，もう一度因相の存
在性を論じなければならなかったといえる．その場合の因相が，『大乗荘
厳経論』において〈動的な因相〉と整理したような，縁起的存在として表
される概念ではないかと考える．
このように，無因相を求めるだけでは解決しない課題を引き受けて論じ
ている箇所が様々な瑜伽行唯識学派の文献に見られる．『解深密経』もそ
のうちの一つであり，とくに〈諸行の因相〉（ ，*sam. skāra-
nimitta）という概念がその課題に大きく関わっていると筆者は考える．
この表現は『解深密経』の他，『二万五千頌般若経』における，いわゆる「弥
勒請問章」と呼ばれる箇所に頻出し，『瑜伽師地論』「菩薩地摂決択分中菩
薩地」にもその概念の前段階が表れている可能性がある．そこで本稿では
『解深密経』を中心に各文献に見られる〈諸行の因相〉の概念を検討し，
この概念が唯識思想形成において果たす役割を検討したい．
2.『瑜伽師地論』「摂決択分中菩薩地」に見られる表現
本稿では主に『解深密経』の表現について検討するが，それにあたり『瑜
伽師地論』「摂決択分中菩薩地」の表現を確かめておく．『解深密経』の大
部分が引用される前であり，因相，名前，分別，真如，正智の「五事」に
ついて述べられる箇所である．
［Vin㶄 S P zi 302b2, D zhi 287b1］
ŖȭāɎŪŇāǤŢāŎŐŉāŎā
ࠗ⍜ఞᖌᆅㄽ ࠘ࠕᦤỴᢥศ୰⳶⸃ᆅࠖ࡟ぢࡽࢀࡿ⾲⌧
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　　　　　　⑹
五つの事態（ ，*vastu）とは何か．因相（ ，*nimitta）と
名前（ ，*nāma）と分別（ ，*vikalpa）と，真如（
，*tathatā）と正智（ ，*sam. yag-jñāna）である．
［Vin㶄 S P zi 302b3, D zhi 287b2］
　　　　　　
⑺
因相とは何かと問う．要するに，言語表現（ ，
*abhilāpana）の言葉（ ，*vacana）の依り所となる事態である．
［Vin㶄 S P zi 303a5, D zhi 288a3］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑻
因相は存在すると言うべきか，存在しないと言うべきか，と問うなら
ば，答える．存在すると言うべきである．自性と差別の仮説によって
仮説するように，そのように存在するというべきか，と問うならば答
える．そのように存在しないと言うべきである．分別の活動領域であ
るように，そのように存在すると言うべきか，と問うならば答える．
そのように存在すると言うべきである．
［Vin㶄 S P zi 303a7, D zhi 288a7］
ŇĹāŊŖŢāŚŪŜāŊŖŬă
ŇĻŬŜāŊŬā ȅāŎŐŉā
ŎŢĻā ȷŎāŊŘāȦŬĹāŊā ŇŪā
ŌŔŢŉāĿŢŇā ŗĻāŇĹāŊŖŢāŚŪŜāŊā
ȅāŎŐŉāĹĻāŔŪāŉă ŎŇŬŘāŌȵāŉă ŎĻŬŉāŊŘāŌȚŬŇāŊŖŢāŐƼĹāĹŢāĹŔŢŖŢāĹŉŜāʀāǽŘāŊŖŢāŇĻŬŜā 
ŊŬāĹĻāŗŢŉāŊŖŬă
ŎĻŬŉāŊŘāŌȚŬŇāŊā
㸦ŐƼĹā
ȅāŎŐŉāŗŬŇāŊŘāŌȚŬŇāŊŘāɎŖŎāŎŪŇāŊŘāŌȚŬŇāŊŘāɎāŔŪāŉă ɩŜāŊă ŗŬŇāŊŘāŌȚŬŇāŊŘā 
ɎŖŬă ăļŢāĻŬāŌŬāĿŢŇāŇĻāɎŪāɐĹāĹŇĹŜāŊāřŜāŖŇŬĹŜāŊāľŢāȨāŌāŇŪāȨŘāŗŬŇāŊŘāŌȚŬŇāŊŘā 
ɎŖŎāŔŪāŉă ɩŜāŊă ŇŪāȨŘāŎŪŇāŊŘāŌȚŬŇāŊŘāɎŖŬă ăļŢāȷŎāŊŘāȦŬĹāŊŖŢāɄŬŇāɺřāľŢāȨāŌāŇŪā 
ȨŘāŗŬŇāŊŘāŌȚŬŇāŊŘāɎŖŎāŔŪāŉă ɩŜāŊă ŇŪāȨŘāŗŬŇāŊŘāŌȚŬŇāŊŘāɎŖŬă
ļŢāȅāŎŐŉāŌȚŬŇāŊŖŢāŇŬŉāǼŢŜāŗŬŇāŊŘāŌȚŬŇāŊŘāɎŖŎă ŌȚŬŇāȭāŎŪŇāŊŖŢāŇŬŉāǼŢŜāŗŬŇāŊŘā 
ŌȚŬŇāŊŘāɎāŔŪāŉă ɩŜāŊă ĹĿŢŜāķāȨŘāŗŬŇāŊŘāŌȚŬŇāŊŘāɎŖŬă ăļŢŖŢāɉŢŘāŔŪāŉă ľŢāȨŘā 
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⑼
因相は言語表現の対象として存在すると言うべきか，言語表現できな
い対象として存在すると言うべきか，と問うならば答える．両様に存
在すると言うべきである．なぜかと言えば，言語表現の基礎であり依
り所となっているように，そのように，依り所である言語表現の対象
として存在していると言うべきであるが，自性と差別についての仮説
は真に実在しないもの（ ，*aparinis. panna）であるように，
そのようには言語表現できない対象として存在すると言うべきである
からである
⑽
．
「Vin㶄 S P zi 303b3, D zhi 288b2］
　　　　　　　　　　　　　
⑾
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
⑿
因相は実有と言うべきか，仮有と言うべきかと問うならば，答える．
実有である諸行の因相（ ）は実有と言
うべきである．仮有である〔諸行〕の〔因相〕は仮有と言うべきであ
る．存在的な因相をもつ諸行もまた二種である．
ここで，「実有である諸行の因相」（ ）と
ある．この場合，サンスクリットの〈諸行の因相〉sam. skāra-nimitta（
）という複合語は想定されないかもしれない．しかし「因相」が
実有か仮有かという問題を「諸行」の実有と仮有の問題として扱っており，
ŌȚŬŇāŊŖŢāĹŔŢŖŢāĹŉŜāʀāǽŘāŊāŇŪāȨŘāĹŉŜāŊāŌȚŬŇāŊŖŢāŇŬŉāǼŢŜāŉŢāŗŬŇāŊŘāŌȚŬŇāŊŘāɎā 
řă ľŢāȨŘāĻŬāŌŬāĿŢŇāŇĻāɎŪāɐĹāȣāŖŇŬĹŜāŊāŗŬĻŜāʀāŎāǿŌāŊāŇŪāȨŘāŉŢāŌȚŬŇāȭāŎŪŇāŊŖŢāŇŬŉā 
ǼŢŜāŉŢāŎŪŇāŊŘāŌȚŬŇāŊŘāɎāŌŖŢāɉŢŘāŘŬă
ŗŬĻŜāʀāŎāǿŌā
ȅāŎŐŉāɲŜāʀāŗŬŇāŊŘāŌȚŬŇāŊŘāɎŖŎă ŌŅĹŜāŊŖŢāŗŬŇāŊŘāŌȚŬŇāŊŘāɎāŔŪāŉă ɩŜāŊă  
ŖȭāɎŪŇāɲŜāʀāŗŬŇāŊāȷŎŜāǤŢāŎŐŉāŎā ŉŢāɲŜāʀāŗŬŇāŊŘāŌȚŬŇāŊŘāɎŖŬă ă 
ŌŅĹŜāŊŖŢāŗŬŇāŊāȷŎŜāǤŢāŉŢāŌŅĹŜāŊŖŢāŗŬŇāŊŘāŌȚŬŇāŊŘāɎāȪŪă ȅāŎŐŉāŗŬŇāŊŘāŖȭā 
ɎŪŇāĹĻāŇĹāŗŢŉāŊāŇŪāŇĹāǤĻāȷŎāŊāĹĿŢŜāŜŬă ă
ŖȭāɎŪŇāɲŜāʀāŗŬŇāŊāȷŎŜāǤŢāŎŐŉāŎā
ŖȭāɎŪŇāɲŜāʀāŗŬŇāŊāȷŎŜāǤŢāŎŐŉāŎā
ŖȭāɎŪŇā
ࠗゎ῝ᐦ⤒࠘࠾ࡅࡿᅉ┦㸦 㸧ࡢ⏝౛
ǤŢāŎŐŉāŎā
ࠗゎ῝ᐦ⤒࠘࠾ࡅࡿᅉ┦㸦 㸧ࡢ⏝౛
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このことは，後述の『解深密経』における，「諸行」と「勝義」をめぐる
議論と共通の課題を含んでいる可能性があり，〈諸行の因相〉（sam. skāra-
nimitta）という用語として定着する前段階の記述とも考えられる．
3. 『解深密経』おける因相（ ，*nimitta）の用例
『解深密経』において因相の語が最初に見られるのは，冒頭で三解脱門
として述べられる箇所である．
［SNS31.24］
⒀
大いなる解脱門である，空であることと無因相（ ，*animitta, 
無相）と，無願とにより入るのである．
次に，チベット訳第 2章「ダルマ・ウドゥガタの章」（以下，法涌菩薩
⒁
の章），玄奘訳「勝義諦相品第二」では以下のように述べられる．
［SNS40.8］
　　　　 　
⒂
法涌菩薩よ，さらに勝義は無因相（ ，*animitta）の領域で
あると私は説くのであって，尋思は因相（ ，*nimitta）の領域
であって，法涌菩薩よ，それゆえ，その道理によってもおまえは，こ
のように一切の尋思を超えている性質であるものが勝義であると知る
ࠗゎ῝ᐦ⤒࠘࠾ࡅࡿᅉ┦㸦ŎŐŉāŎā 㸧ࡢ⏝౛
ࠗゎ῝ᐦ⤒࠘࠾ࡅࡿᅉ┦㸦 㸧ࡢ⏝౛
ȷŎāŊŘāņŘāŊŖŢāȈŬāĽŪŉāŊŬāȪŬĻāŊāĿŢŇāŇĻāŎŐŉāŎāŎŪŇāŊāŇĻāɥŬŉāŊāŎŪŇāŊāŉŜāŖșĹāŊă1
ŎŐŉāŎāŎŪŇā
ĽŬŜāŖŋĹŜāĹŔŉāŗĻāŇŬŉāŇŎāŊāŉŢāŎŐŉāŎāŎŪŇāŊŖŢāɄŬŇāɺřāŗŢŉāŊŘāĻŜāŌŚŇāřă ȦŬĹā 
ĹŪāŉŢāŎŐŉāŎŖŢāɄŬŇāɺřāŗŢŉāŅŪă ĽŬŜāŖŋĹŜāŇŪŖŢāɉŢŘāȷŎāǾĻŜāŇŪŜāǤĻāǷŬŇāǤŢŜāŖŇŢāȨŘā 
ȦŬĹāĹŪāņŎŜāļŇāřŜāŗĻāŇĹāŊŘāŖŇŜāŊŖŢāŎŐŉāĿŢŇāĹĻāŗŢŉāŊāŉŢāŇŬŉāŇŎāŊāŗŢŉāŊŘā 
ŘŢĹāŊŘāɎŖŬă 
ࠗゎ῝ᐦ⤒࠘࠾ࡅࡿᅉ┦㸦 㸧ࡢ⏝౛
ŎŐŉāŎāŎŪŇā
ࠗゎ῝ᐦ⤒࠘࠾ࡅࡿᅉ┦㸦 㸧ࡢ⏝౛
ŎŐŉāŎā
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べきである．
何れも無因相（animitta）ということが勝義の性質として述べられる．
一方，次のチベット訳第 3章「スヴィシュッダ・マティの章」（以下，善
清浄慧菩薩
⒃
の章）の箇所では，〈諸行の因相〉とともに以下のように述べ
られる．
［SNS44.7］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⒄
善清浄慧菩薩よ，その理由で，真実を見る者達は，〈諸行の因相〉
（ ，*sam. skāra-nimitta）から離れることなく，まさに
離れるのである．また真実を見る者は，因相の縛（相縛）から解脱す
ることなく，解脱するのである．また真実を見る者は，麁重の縛（麁
重縛）から解脱することなく，解脱するのである．その二つの縛より
解脱するとき，安穏なる無上涅槃を得ることにもなり，無上正等覚を
明らかにもするだろう．
冒頭ではまず三解脱門としての無因相を掲げ，第 2章法涌菩薩の章でも
勝義を無因相としておさえる．一方，第 3章善清浄慧菩薩の章では「〈諸
行の因相〉を離れることなく離れる，因相の縛を解脱することなく解脱す
ɒŬāǾŬŜāŚŢŉāȣāȷŎāŇĹāĹĻāĹŢāɉŢŘāŌŇŪŉāŊāŎņŬĻāŌāȷŎŜāŖȭāɎŪŇāǤŢāŎŐŉāŎāŇĻāɐřāŌāŎā 
ŗŢŉāǼŢă ɐřāŌāĸŬāŉāŗŢŉāŊāŇĻāă ŌŇŪŉāŊāŎņŬĻāŌāŎŐŉāŎŖŢāŖĽŢĻāŌāřŜāȷŎāŊŘāǾŬřāŌāŎā 
ŗŢŉāǼŢă ȷŎāŊŘāǾŬřāŌāŗŢŉāŊāŇĻāă ŌŇŪŉāŊāŎņŬĻāŌāĹŉŜāĻŉāřŪŉāǼŢāŖĽŢĻāŌāřŜāȷŎā 
ŊŘāǾŬřāŌāŎāŗŢŉāǼŢă ȷŎāŊŘāǾŬřāŌāŇĻāă ŖĽŢĻāŌāŇŪāĹĿŢŜāķāřŜāȷŎāŊŘāǾŬřāŉāǿŌāŊā 
ŇĻāă ŌŇŪāŌāɒāŉāŎŪŇāŊŖŢāɉŢŘāɟāĻŉāřŜāŖŇŜāŊāŖņŬŌāŊŘāŖǽŘāŌāŇĻāă ɒāŉāŎŪŇāŊāŗĻā 
ŇĹāŊŘāɲŬĹŜāŊŖŢāɎĻāȘŌāŎĻŬŉāŊŘāɲŬĹŜāŊŘāŖŐĻāȄāŌŘāŗĻāŖǽŘāŌāŇŪŖŢāɉŢŘāŖȭāɎŪŇā 
ǤŢāŎŐŉāĿŢŇāŇĻāă ŇŬŉāŇŎāŊŖŢāŎŐŉāĿŢŇāņāŇŇāŊāŔŪŜāɎŘāŎŢāɻĻāȪŪă 
ŖȭāɎŪŇāǤŢāŎŐŉāŎā
諸行の因相（sam. skāra-nimitta）が唯識思想形成において果たす役割 31
る」というように，因相について否定と肯定の両方を含んだ表現となって
おり，勝義について因相を離れるとするだけでは解決しない課題があった
のではないだろうか．このことは思想の形成過程を検討する上で重要であ
ると考えられる．
次に，チベット訳第 6章「グナ・アーカラの章」（以下，徳本菩薩
⒅
の章），
玄奘訳「一切法相品第四」の次の箇所は，依他起性について述べられる箇
所である．
［SNS61.9］
　　  　
⒆
徳本菩薩よ，このように，例えば，その場合，眼病の因相である毛髪
のもつれや蝿やゴマ粒，または青の因相や黄の因相や赤の因相や白の
因相が顕現する（ ，*avabhāsate）が，それと同様に，依
他起の性質が考察されるべきである．
このように因相が「顕現する」と述べられ，依他起の性質とされる．
4. 『解深密経』における諸行（ ，*sam. skārāh.）の用例
4.1「諸行」と「勝義」をめぐる記述と〈諸行の因相〉
チベット訳の第 3章「善清浄慧菩薩の章」において，「諸行」と「勝義」
は異なるか異ならないのかという議論の中で，複合語ではない「諸行」が
最初に見られる．
ŗŬŉāŅŉāŖɏĻāĹŉŜāŖŇŢāȨāȪŪāŇŊŪŘāŉă ŇŪāĿŢŇāřāŘŌāŘŢŌāǤŢāŎŐŉāŎāǴāŚŇāŖőƼĻŜāŊŖŎă 
ɜĻāŎŖŎă ŅŢāřāǼŢāŖɑāŖŎă ȓŬŉāŊŬŖŢāŎŐŉāŎŖŎă ŜŪŘāŊŬŖŢāŎŐŉāŎŖŎă ŇŎŘāŊŬŖŢāŎŐŉā 
ŎŖŎă ŇķŘāŊŬŖŢāŎŐŉāŎāȹĻāŌŘāǽŘāŊāŇŪāȨāɍŘāŉŢāĹŔŉāǼŢāŇŌĻāĹŢāŎŐŉāĿŢŇāȭāŌȨā 
ࠗゎ῝ᐦ⤒࠘࡟࠾ࡅࡿㅖ⾜㸦 㸧ࡢ⏝౛
ࠕㅖ⾜ࠖ࡜ࠕ຾⩏ࠖࢆࡵࡄࡿグ㏙࡜ࠑㅖ⾜ࡢᅉ┦ࠒ
ŌŘāɎŖŬă
ȹĻāŌŘāǽŘāŊā
ࠗゎ῝ᐦ⤒࠘࡟࠾ࡅࡿㅖ⾜㸦ŖȭāɎŪŇāȷŎŜā 㸧ࡢ⏝౛
ࠕㅖ⾜ࠖ࡜ࠕ຾⩏ࠖࢆࡵࡄࡿグ㏙࡜ࠑㅖ⾜ࡢᅉ┦ࠒ
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⒇
善清浄慧菩薩よ，そのとおりだ．そのとおり，善男子よ，そのように
勝義が，諸行（ ，*sam. skārāh.）と異なっていることと異なっ
ていないことを超えた，微細な性質であるのを知らず，愚かで，無知
で，明瞭でなく，賢明でなく，非如理に入るのみである．
「諸行」と「勝義」の性質は異なっていないとも異なっているともいえ
ないといい，その理由が述べられるところで〈諸行の因相〉という複合語
が見られる．
［SNS43.11］
ɒŬāǾŬŜāŚŢŉāȣāȷŎāŊŘāŇĹāŊă ŇŪāŇŪāŌŔŢŉāŉŬă ăŇŪāŇŪāŌŔŢŉāŅŪă ŘŢĹŜāǤŢāɍāŇŪāŇĹāņŎŜāļŇāŉŢā 
ŖŇŢāȨŘāŇŬŉāŇŎāŊāŖȭāɎŪŇāȷŎŜāŇĻāă ņāŇŇāŊāŇĻāņāŇŇāŊāŎāŗŢŉāŊāĿŢŇāřŜāŗĻāŇĹā 
ŊŘāŖŇŜāŊŖŢāŎŐŉāĿŢŇāɋāŌāŎŢāŚŪŜāŊă ɎŢŜāŊāɣŬĻŜāŊă ŎŢāĹŜřāŌă ŎŢāŎĸŜāŊă ɰřā 
ŌŔŢŉāŎāŗŢŉāŊŘāɵĹŜāŊāŚāȪĹāŗŢŉāŉŬă
ŖȭāɎŪŇāȷŎŜā
ŇŪāļŢŖŢāɉŢŘāŔŪāŉă ɒŬāǾŬŜāŚŢŉāȣāȷŎāŇĹāĹřāŅŪāŖȭāɎŪŇāǤŢāŎŐŉāĿŢŇāŇĻāă ŇŬŉāŇŎāŊŖŢā ŎŐŉā 
ĿŢŇāņāŇŇāŊāŎāŗŢŉāŊŘāǽŘāŉāŉŢāŇŪŜāŉāɎŢŜāŊāŜŬāŜŬŖŢāǲŪāŌŬāņŎŜāļŇāŌŇŪŉāŊāŎņŬĻāŌāŗŢŉā 
ŊŘāŗĻāŖǽŘă ŜŬāŜŬŖŢāǲŪāŌŬāĸŬāŉŘāǽŘāŌŔŢŉāȭāǿŌāŊāŇĻāă ŌŇŪāŌāɒāŉāŎŪŇāŊŖŢāɟāĻŉāřŜā 
ŖŇŜāŊāŖņŬŌāŊŘāŗĻāŖǽŘă ɒāŉāŎŪŇāŊāŗĻāŇĹāŊŘāɲŬĹŜāŊŖŢāɎĻāȘŌāŎĻŬŉāŊŘāɲŬĹŜā 
ŊŘāŖŐĻāȄāŌŘāŗĻāŖǽŘāŘŬă 
ăĹřāŅŪāŖȭāɎŪŇāǤŢāŎŐŉāĿŢŇāŇĻāă ŇŬŉāŇŎāŊŖŢāŎŐŉāĿŢŇāņāŇŇāŊāŗŢŉāŊŘāǽŘāŉāŉŢă ŇŪŜāŉā 
ŌŇŪŉāŊāŎņŬĻāŌāȷŎŜāǤĻāŖȭāɎŪŇāǤŢāŎŐŉāŎāŇĻāŎāɐřāŌŘāŖǽŘă ŖȭāɎŪŇāǤŢāŎŐŉāŎā 
ŇĻāŎāɐřāŌŖŢāɉŢŘāŌŇŪŉāŊāŎņŬĻāŌāŎŐŉāŎŖŢāŖĽŢĻāŌāřŜāȷŎāŊŘāŖǾŬřāŌŘāŗĻāŎŢāŖǽŘă 
ŎŐŉāŎŖŢāŖĽŢĻāŌāřŜāȷŎāŊŘāŎāǾŬřāŉă ĹŉŜāĻŉāřŪŉāǼŢāŖĽŢĻāŌāřŜāǤĻāȷŎāŊŘāŎāǾŬřā 
ŌŘāŖǽŘă ŖĽŢĻāŌāŇŪāĹĿŢŜāřŜāŎāǾŬřāŉāŌŇŪŉāŊāŎņŬĻāŊŜāǿŌāŊāŇĻāă ŌŇŪāŌāɒāŉāŎŪŇā 
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それは何故かといえば，善清浄慧菩薩よ，もし諸行の性質と勝義の
性質が異なっていないならば，それによって，一切の愚かな異生が真
実を見る者でもあることになり，ただ異生のままで，安穏なる無上涅
槃を得ることにもなり，無上正等覚を明らかにもするだろう．
もし，諸行の性質と勝義の性質が異なっているのであれば，それに
よって真実を見た者達もまた，〈諸行の因相〉を離れないだろう．諸
行の因相を離れないから，真実を見た者たちは相縛から解脱しないだ
ろう．相縛から解脱しないなら，麁重縛からも解脱しないだろう．そ
の二つの縛から解脱しないならば，真実を見た者が，安穏なる無上涅
槃を得ることもないだろう．無上正等覚を明らかにすることもないだ
ろう．
この議論において，諸行と勝義が異なっていないのであれば，異生であっ
ても涅槃に入るし，諸行と勝義が異なっているのであれば，いくら真実を
知り勝義に入ったといっても〈諸行の因相〉を離れたといえない，という．
そして前述の「〈諸行の因相〉から離れることなく，まさに離れる」「因相
の縛（相縛）から解脱することなく，解脱する」と述べられる箇所につな
がる．
これと関連して，以下に例を挙げて述べられる箇所がある．
［SNS46.18］
ŊŖŢāɟāĻŉāřŜāŖŇŜāŊāņŬŌāŊŖĻāŎŢāŖǽŘă ɒāŉāŎŪŇāŊāŗĻāŇĹāŊŘāɲŬĹŜāŊŖŢāɎĻāȘŌā 
ŎĻŬŉāŊŘāɲŬĹŜāŊŘāŖŐĻāȄāŌŘāŗĻāŎŢāŖǽŘāŘŬă
ŖŇŢāȨāȪŪāŇŊŪŘāŉă ŎŘāřāŎŘāǼŢāȡŢĻāǶŖĻāŎŘāŇĻāŎŐŉāĿŢŇāņāŇŇāŊāŎāŗŢŉāŊŖŎă ŎŐŉā 
ĿŢŇāņāŇŇāȭāĹŇĹŜāŊŘāʃāŌāŎāŗŢŉāŉŬă ă ŖŇŢāȨāȪŪāŇŊŪŘāŉă ŖȭāɎŪŇāņŎŜāļŇāřāŎŢāȦĹāŊā 
ĿŢŇāŇĻāă ŕĹāŊāŇĻāŌļŜāŊāņŎŜāļŇāřāȵĹāŌȓřāŌāĿŢŇāŇĻāă ĽŬŜāņŎŜāļŇāřāĹĻā 
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このように，たとえば，凝乳において凝乳のなめらかさもまた，凝乳
と性質が異なっているのではない，あるいは性質が異なっていると設
定するのは簡単ではないのである．このように，たとえば，一切の諸
行において無常であることと，一切の有漏において苦であることと，
一切の諸法において無我であることも，それらと性質が異なっている
のではない，あるいは性質が異なっていると設定するのは簡単ではな
いのである．
［SNS46.29］
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善清浄慧菩薩よ，そのように諸行の性質と勝義の性質も，性質が異なっ
ているのではない，あるいは性質が異なっていると設定するのは簡単
ではないのである．
この記述は，「凝乳」「一切諸行」「一切有漏」「一切諸法」という経験さ
れる事実と，「なめらかさ」「無常であること」「苦であること」「無我であ
ること」といった存在のあり方（存在性）とを一旦区別しながら，「異な
らない」ということで，事実を離れて存在はないことを示しているといえ
る．このことを踏まえて，「諸行」と「勝義」に関しても，異ならないと
は言えないと述べて明確に区別する一方，「異ならない」ということで，
経験される「諸行」を離れて「勝義」はないということを示しているとい
える．
ŌŇĹāŎŪŇāŊāĿŢŇāǤĻāŇŪāŇĹāŇĻāŎŐŉāĿŢŇāņāŇŇāŊāŎāŗŢŉāŊŖŎă ŎŐŉāĿŢŇāņāŇŇāȭāĹŇĹŜā 
ŊŘāʃāŌāŎāŗŢŉāŉŬă
ɒŬāǾŬŜāŚŢŉāȣāȷŎāŇĹāŇŪāŌŔŢŉāȭāŖȭāɎŪŇāǤŢāŎŐŉāĿŢŇāŇĻāă ŇŬŉāŇŎāŊŖŢāŎŐŉāĿŢŇāǤĻā 
⏕↓⮬ᛶ࡜ࠕㅖ⾜ࠖ
ŎŐŉāĿŢŇāņāŇŇāŊāŎāŗŢŉāŊŖŎă ŎŐŉāĿŢŇāņāŇŇāȭāĹŇĹŜāŊŘāŎŢāŌŕŬŇāŇŬă
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4.2 生無自性と「諸行」
チベット訳 第 7章「パラマールタ・サムドゥガタの章」（以下，勝義生
菩薩
24
の章），玄奘訳「無自性相品第五」において三無自性が説かれる．そ
のうち生無自性について，諸法の依他起の性質は他の縁の力によって生じ
てはいるが，自身によるものではないから生無自性であるといわれる．そ
の生無自性によって福徳と智慧の資糧が完成するということを述べる箇所
で，「諸行」について以下のように述べられる．
［SNS71.16］
　　　
25
勝義生菩薩よ，そこで，最初から善根が生じておらず，障害が清浄に
なっておらず，相続が成熟しておらず，勝解が多くなっておらず，福
徳と智慧の資糧が完成していない衆生に対して，生無自性に依って法
を説示するのであり，彼らはその法を聞いて縁起している諸行（
，*pratītyasamutpannāh. sam. skārāh.）につ
いて無常であると知り，不安定なことであり（ ，
*adhruvatva），信頼できないことであり（ ，
*avi㶄vasanīyatva）， 変 化 す る 法 で あ る こ と（ ，
ŇŬŉāŇŎāŗĻāŇĹāŖŋĹŜāŇŪāřāŜŪŎŜāļŉāĹĻāŇĹāŇĻāŊŬāĿŢŇāŉŜāŇĹŪāŌŖŢāɬāŌāŎāŌǲŪŇāŊă 
ȌŢŌāŊāŗŬĻŜāʀāŎāŇĹāŊāȅŇāŗŬĻŜāʀāŎāɥŢŉāŊāŎŬŜāŊāŎŢāŎĻāŌă ŌŜŬŇāŉŎŜāŇĻāŗŪāŚŪŜāǤŢā 
ŐǑĹŜāŗĻāŇĹāŊŘāŎāǿŌāŊāŇŪāŇĹāřāŉŢāĻāǲŪāŌāĻŬāŌŬāĿŢŇāŎŪŇāŊāĿŢŇāřŜāŌɬŎŜāŉŜāĽŬŜā 
ȪŬŉāŅŪă ŇŪāŇĹāĹŢŜāĽŬŜāŇŪāņŬŜāŉŜāȦŪŉāļŢĻāŖɐŪřāŌŘāŖɏĻāŌŖŢāŖȭāɎŪŇāȷŎŜāřāŎŢāȦĹāŊā 
ĿŢŇāȭāŚŪŜāŚŢĻāŎŢāŌȦŪŉāŊāĿŢŇāŇĻāă ŗŢŇāŌȦŉāȭāŎŢāɻĻāŌāĿŢŇāŇĻāă ŖǽŘāŌŖŢāĽŬŜāĿŢŇāȭā 
ŚŪŜāŉŜāŖȭāɎŪŇāņŎŜāļŇāřŜāŗŢŇāȴĻāŌŘāɎŪŇă ǲŬāŌŘāɎŪŇāŇŬă ăŗŢŇāȴĻāŌŘāɎŜă ǲŬāŌŘā 
ɎŜāŉŜāȴŢĹāŊāřŜāɉŢŘāɷŬĹāȪŪă ŇŪāŇĹāȴŢĹāŊāĹĻāŗŢŉāŊāŇŪāŎŢāɎŪŇāļŢĻāŇĹŪāŌāřāŌȪŪŉāŊŘā 
ศูࡼࡾ⏕ࡌࡓࠑㅖ⾜ࡢᅉ┦ࠒ
ɎŪŇāŇŬă
ȦŪŉāļŢĻā
ศูࡼࡾ⏕ࡌࡓࠑㅖ⾜ࡢᅉ┦ࠒ
āŖɐŪřāŌŘāŖɏĻāŌŖŢāŖȭāɎŪŇāȷŎŜā
ศูࡼࡾ⏕ࡌࡓࠑㅖ⾜ࡢᅉ┦ࠒ
ŎŢāŌȦŪŉāŊāĿŢŇā
ŗŢŇāŌȦŉāȭāŎŢāɻĻāŌāĿŢŇā
ศูࡼࡾ⏕ࡌࡓࠑㅖ⾜ࡢᅉ┦ࠒ
ŖǽŘāŌŖŢāĽŬŜāĿŢŇā
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*parin. āmadharmatva）であると知ることによって，一切の諸行をお
それ厭わせる．
4.3 分別より生じた〈諸行の因相〉
『解深密経』において，「諸行の因相」（ ，*sam. skāra-
nimitta）という複合語が最初に見られるのは，チベット訳第 1章「ガン
ディーラールタ・サンディニルモーチャナの章」（以下，解甚深義密意菩
薩
26
の章），玄奘訳「勝義諦相品第二」である．この章は如理請問菩薩
27
が解
甚深義密意菩薩に対して勝義について尋ねるところから始まる．
［SNS34.19］
28
そのとき，如理請問菩薩は，言語表現できない（*anabhilāpya）もの
であり，無二の性質（*advaya-laks. an. a）である勝義（*paramārtha）
に関して，解甚深義密意菩薩に尋ねた．
［SNS35.8］
29
善男子よ．有為という，それは師が仮説した語句であって，師が仮説
した語句が，分別から生じた言説として言語表現されたもの（
ŖȭāɎŪŇāǤŢāŎŐŉāŎā
 ŇŪāŉŜāɎĻāȘŌāŜŪŎŜāŇŊŖāɰřāŌŔŢŉāǣŉāŖȮŢŜāǤŢŜāŌȚŬŇāȭāŎŪŇāŊāŇĻāă ĹĿŢŜāʀāŎŪŇā 
ŊŖŢāŎŐŉāĿŢŇāŇŬŉāŇŎāŊāřŜāŌɬŎŜāŅŪă ɎĻāȘŌāŜŪŎŜāŇŊŖāŇŬŉāŕŌāŇĹŬĻŜāŊāĻŪŜāŊŘā 
ŖǾŪřāŊāřāȮŢāŌāȮŢŜāŊă
ŘŢĹŜāǤŢāɍāŖȭŜāɎŜāŔŪŜāɎāŌāŇŪāŉŢāȪŬŉāŊŜāŌŅĹŜāŊŖŢāŐƼĹāŗŢŉāŅŪă ȪŬŉāŊŜāŌŅĹŜāŊŖŢā 
ŐƼĹāĹĻāŗŢŉāŊāŇŪāŉŢă ǣŉāȣāȦŬĹāŊāřŜāɏĻāŌāņāȡŇāȭāŌȚŬŇāŊāŗŢŉāřă ǣŉāȣāȦŬĹāŊāřŜā 
ɏĻāŌāņāȡŇāȭāŌȚŬŇāŊāĹĻāŗŢŉāŊāŇŪāŉŢă ǣŉāȣāȦŬĹāŊāȹāŐǑĹŜāǤŢāņāȡŇāȭāŌȚŬŇāŊāĹŅŉā 
ŗŬĻŜāʀāŎāǿŌāŊŖŢāɉŢŘāŖȭŜāɎŜāŎāŗŢŉāŉŬă
ǣŉāȣāȦŬĹā
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，*parikalpa-sam. bhavita-vyavahāra-abhilāpya）
であり，分別より生じた言説として言語表現されたものとは，様々な
分別の言説として言語表現されたものであり，まったく真に実在する
ものではない（ ，*atyanta-aparinis. pannatva）から，
有為ではないのである．
このように述べられ，「有為」は言語表現されたものであって，真に実
在するものとしては有為でもなく無為でもなく，「無為」も同様に無為で
もなく有為でもない，という．つづいて言語表現について，次のように述
べられる．
［SNS35.16］
30
言語表現は事態（ ，*dravya, *vastu）なしには存在しない．そ
の事態とは何かといえば，聖者達は聖智と聖見によって言語表現でき
ないものとして現等覚しており，言語表現できない法性として現等覚
させるために，有為という名称を仮説するのである．
このようにいい，言語表現の根拠としての事態（ ，*dravya, 
*vastu）について言及され，聖者達は言語表現できない法性として現等覚
しているという．このことは『瑜伽師地論』「菩薩地」の「真実義品」に
おいて展開される「事態」の課題と共通するところがある．そこでは「言
語表現できない本質をもつという点で勝義の実在である事態」
31
「色などの
ŊāřŜāɏĻāŌāņāȡŇāȭāŌȚŬŇāŊā
ĹŅŉāŗŬĻŜāʀāŎāǿŌāŊā
ŌȚŬŇāŊāŉŢāŇĻŬŜāŊŬāŎŪŇāŊāļŉāŗĻāŎāŗŢŉāŅŪă ŇĻŬŜāŊŬāŇŪŖĻāĹĻāŔŪāŉă ŖŋĹŜāŊāȷŎŜāǤŢā 
ŖŋĹŜāŊŖŢāŚŪŜāŊāŇĻāă ŖŋĹŜāŊŖŢāŎņŬĻāŌŜāŌȚŬŇāȭāŎŪŇāŊŘāŎĻŬŉāŊŘāɲŬĹŜāŊŘāŜĻŜā 
ȄŜāŊāĹĻāŗŢŉāŊāȪŪă ŌȚŬŇāȭāŎŪŇāŊŖŢāĽŬŜāĿŢŇāŇŪāĿŢŇāŎĻŬŉāŊŘāɲŬĹŜāŊŘāȦŬĹŜāŊŘāɎāŌŖŢā 
ɉŢŘāŖȭŜāɎŜāŔŪŜāŎŢĻāȭāŌŅĹŜāŜŬă
ŇĻŬŜāŊŬā
ŇĻŬŜāŊŬā
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諸法についての〈単なる事態〉を損減しているものにとっては，真実も仮
説もなく，その両方も妥当ではない．」
32
などと述べられ，言語表現された
とおり存在するのではないが，言語表現の根拠である事態が全く存在しな
いのでもないといい，有無を離れた言語表現できない法性について言及さ
れる．
その法性について述べられる以下の箇所で，諸行の因相（ ，
*sam. skāra-nimitta）の語が見られる．
［SNS37.26］
33
それについて，愚者の本性をもたず，諦を見て，出世間の聖なる慧を
得ており，一切法の言語表現できない法性を明確に知っている衆生た
ちは，有為と無為を見たり聞いたりするとき，次のように考える．「有
為・無為として顕れたもの，これが存在するのではなく，それに対し
て有為・無為の想や有為・無為の同義語の想が生じるのであり，分別
から生じたものである，この幻術のような〈諸行の因相〉
（ ，*sam. skāra-nimitta） が存在し，この知を迷乱させる
ŖȭāɎŪŇāǤŢāŎŐŉāŎā
ŇŪāřāŜŪŎŜāļŉāĹĻāŇĹāɎŢŜāŊŖŢāŘĻāŌŔŢŉāļŉāŎāŗŢŉāŊāŌŇŪŉāŊāŎņŬĻāŌă ŚŪŜāŘŌā 
ŖŋĹŜāŊāŖľŢĹāȦŪŉāřŜāŖŇŜāŊāņŬŌāŊă ĽŬŜāņŎŜāļŇāǤŢāŌȚŬŇāȭāŎŪŇāŊŖŢāĽŬŜāĿŢŇāŎĻŬŉā 
ŊŘāŚŪŜāŊāŇŪāŇĹāŉŢāŖȭŜāɎŜāŇĻāă ŖȭŜāŎāɎŜāŇŪāŎņŬĻāĻŎāņŬŜāŉāŖŇŢāȡŎāȭāŜŪŎŜāŅŪă 
ŖȭŜāɎŜāŇĻāă ŖȭŜāŎāɎŜāȹĻāŌāĹĻāŗŢŉāŊāŖŇŢāŉŢāŎŪŇāǤŢă ĹĻāřāŖȭŜāɎŜāŇĻāă ŖȭŜā 
ŎāɎŜāǤŢāŖȭāŚŪŜāŇĻāă ŖȭŜāɎŜāŇĻāă ŖȭŜāŎāɎŜāǤŢāȷŎāǾĻŜāǤŢāŖȭāŚŪŜāŖɏĻāŌă ȷŎā 
ŊŘāȦŬĹāŊāřŜāɏĻāŌă ŖȭāɎŪŇāǤŢāŎŐŉāŎāȋāŎāȨāɍāŖŇŢāŉŢāŗŬŇă ɒŬāȷŎāŊŘāɣŬĻŜāŊŘāɎŪŇā 
ŊāŖŇŢāŉŢāŗŬŇāŇŬāȡŎāȭāŜŪŎŜāŚŢĻāŇŪāŇĹāľŢāȨŘāŎņŬĻāŌāŇĻāă ľŢāȨŘāņŬŜāŊāŌŔŢŉāȭāŇŪāřāŉŉā 
ǼŢŜāŎĽŬĹāȣāŌɶĻāŔŢĻāŎĻŬŉāŊŘāŔŪŉāŉŜāŖŇŢāŉŢāŌŇŪŉāǼŢāĹŔŉāŉāɳŉāŊŖŬāŔŪŜāȚŪŜāʀāņāȡŇā 
ŎŢāŖŇŬĹŜāǤŢă ŖŇŢāȨŘāŇŬŉāȷŎāŊŘāŘŢĹāŊŘāɎāŌŖŢāɉŢŘāȚŪŜāʀāņāȡŇāŖŇŬĹŜāŊŘāɎŪŇāŇŪă ŇŪā 
ŉŢāŇŪāŇĹāĹŢŜāɉŢŜāĿŪāŌŘāŌȦĹāŊŘāɎāŎŢāŇĹŬŜāŊāŗŢŉāŉŬă
ŖȭāɎŪŇāǤŢāŎŐŉāŎā
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ことが存在する」と考え，彼らは見たとおり聞いたとおりにそれにつ
いて強く固執し執着して，「これは真実であって，他は虚偽である」
という日常表現によって仮説するのではなく，そのような意味を知ら
しめるために日常表現によって仮説するのである．それは，彼らによっ
て後に吟味される必要はない．
愚者は有為・無為として顕れたもの，そのものが存在すると見る．一方
聖者は，有為・無為として顕れたものは存在せず，分別から生じた〈諸行
の因相〉が存在すると見るという．
ここで重要な点の一つは，分別から生じた〈諸行の因相〉という表現で
ある．もう一つは，一切の存在を否定するのではなく，知るべき言語表現
の根拠としての〈諸行の因相〉の存在性を強調している点である．このこ
とは「菩薩地」において，「分別から生じた事態」と表現しながら，一方
で「損減してはならない事態」「勝義の存在としての事態」の存在性を強
調することと関連する課題があると考えられる．
4.4 依他起性と〈諸行の因相〉
チベット訳第 7章「勝義生菩薩の章」，玄奘訳「無自性相品」の後半に
おいて〈諸行の因相〉の語は三性説の用語と共に頻繁に用いられる．
［SNS80.23］
౫௚㉳ᛶ࡜ࠑㅖ⾜ࡢᅉ┦ࠒ
ŌļŬŎāȲŉāŖŇŜāŌļŬŎāȲŉāŖŇŜāǤŢŜāŌķŖāɮřāŊŖŢāŇŬŉāŌŇĹāĹŢŜāŖŇŢāȨŘāŖŐřāŅŪă ȷŎā 
ŊŘāȦŬĹāŊŖŢāɄŬŇāɺřāǣŉāŌȦĹŜāŊŖŢāŎŐŉāĿŢŇāǤŢāĹŉŜāŖȭāɎŪŇāǤŢāŎŐŉāŎāřă ĹɶĹŜāǤŢā 
ɈĻāŊŬāŔŪŜāĻŬāŌŬāĿŢŇāǤŢāŎŐŉāĿŢŇāŇŎă ɎŪāɐĹāĹŢāŎŐŉāĿŢŇāȭāŎŢĻāŇĻāŌȰŘāȷŎāŊŘāŌŔĹā 
ŊāŇĻāă ĹɶĹŜāǤŢāɈĻāŊŬāǲŪŖŬāŔŪŖŎă ŖĹĹāĹŬāŔŪŖŎă ĹɶĹŜāǤŢāɈĻāŊŬāɂĻāŌāŇĻāă ŗŬĻŜā 
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世尊よ，世尊が説かれた意味を私は次のように理解しました．「分別
の活動領域（ ，*gocara）であり，遍計所執の性質の依り所（ ，
*ā㶄raya）である〈諸行の因相〉に対して，「色蘊」という自性の性質
（ ，*laks. an. a）や差別の性質として名前（ ，*nāma）と用
語（ ，*sam. keta）を決定し，「色蘊の生や，色蘊の滅や，色蘊の断
や，色蘊の遍知」という自性の性質や差別の性質として名前と用語を
決定すること，それが遍計所執の性質です．それによって，世尊は諸
法の相無自性を仮説なさいました．」
［SNS81.1］
35
分別の活動領域であり，遍計所執の性質の依り所である〈諸行の因相〉，
それが依他起の性質であり，それによって世尊は，諸法の生無自性と
勝義無自性の一部を仮説なさいました．
［SNS81.16］
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౫௚㉳ᛶ࡜ࠑㅖ⾜ࡢᅉ┦ࠒ
ʀāŚŪŜāŊāŔŪŜāĻŬāŌŬāĿŢŇāǤŢāŎŐŉāĿŢŇāŇŎă ɎŪāɐĹāĹŢāŎŐŉāĿŢŇāȭāŎŢĻāŇĻāŌȰŘāȷŎāŊŘā 
ŌŔĹāŊāĹĻāřĹŜāŊāŇŪāŉŢāǣŉāŌȦĹŜāŊŖŢāŎŐŉāĿŢŇāřĹŜāŅŪă ŇŪāřāŌȦŪŉāŉŜāŌļŬŎāȲŉā 
ŖŇŜāĽŬŜāȷŎŜāǤŢāŎŐŉāĿŢŇāĻŬāŌŬāĿŢŇāŎāŎĽŢŜāŊāĿŢŇāŖŇŬĹŜāŊŘāŎőŇāřĹŜāŜŬă
౫௚㉳ᛶ࡜ࠑㅖ⾜ࡢᅉ┦ࠒ
ɄŬŇāɺřā ĹŉŜā
౫௚㉳ᛶ࡜ࠑㅖ⾜ࡢᅉ┦ࠒ
ŎŐŉāĿŢŇā ŎŢĻā
㸦ŌȰā
ȷŎāŊŘāȦŬĹāŊŖŢāɄŬŇāɺřāǣŉāŌȦĹŜāŊŖŢāŎŐŉāĿŢŇāǤŢāĹŉŜāŖȭāɎŪŇāǤŢāŎŐŉāŎāĹĻāřĹŜā 
ŊāŇŪāŉŢāĹŔŉāǼŢāŇŌĻāĹŢāŎŐŉāĿŢŇāřĹŜāŅŪă ŇŪāřāŌȦŪŉāŉŜāŌļŬŎāȲŉāŖŇŜāĽŬŜāȷŎŜāǤŢā 
ǲŪāŌāĻŬāŌŬāŎāŎĽŢŜāŊāĿŢŇāŇĻāă ŇŬŉāŇŎāŊāĻŬāŌŬāĿŢŇāŎāŎĽŢŜāŊāŇŪāĿŢŇāřŜāĹļŢĹāǤĻā 
ŖŇŬĹŜāŊŘāŎőŇāřĹŜāŜŬă
ŌļŬŎāȲŉāŖŇŜāŌļŬŎāȲŉāŖŇŜāǤŢŜāŌķŖāɮřāŊŖŢāŇŬŉāŌŇĹāĹŢŜāŖŇŢāȨŘāŖŐřāŅŪă ȷŎā 
ŊŘāȦŬĹāŊŖŢāɄŬŇāɺřāǣŉāŌȦĹŜāŊŖŢāŎŐŉāĿŢŇāǤŢāĹŉŜă ŖȭāɎŪŇāǤŢāŎŐŉāŎāŇŪāĿŢŇāǣŉā 
ŌȦĹŜāŊŖŢāŎŐŉāĿŢŇāŇŪŘāŗŬĻŜāʀāŎāǿŌāļŢĻāĻŬāŌŬāĿŢŇāŇŪāĸŬāŉŜā ĻŬāŌŬāĿŢŇāŎāŎĽŢŜāŊāĿŢŇā 
ĽŬŜāŌŇĹāŎāŎĽŢŜāŊāŇŪāŌŔŢŉāĿŢŇāȷŎāŊŘāŇĹāŊŖŢāŇŎŢĹŜāŊāĹĻāřĹŜāŊāŇŪāŉŢāŗŬĻŜāʀā 
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世尊よ，世尊が説かれた意味を私は次のように理解しました．「分別
の活動領域であり，遍計所執の性質の依り所であるその同じ〈諸行の
因相〉が，その遍計所執の性質としては真に実在しないもの
（ ，*aparinis. panna）であり〔相無〕自性のみについて無
自性であり，法無我であり，真如であり，清浄の所縁であるもの，そ
れが円成実の性質であり，それによって世尊は，諸法の勝義無自性の
一部を仮説なさいました．」
以上のように〈諸行の因相〉は依他起の性質であり，それを依り所とし
て遍計所執の性質がある．そしてその同じ〈諸行の因相〉が遍計所執の性
質として真に実在しないものとしてあるものが円成実の性質であるという．
5.『二万五千頌般若経』「弥勒請問章」 にみられる表現
[BZL234.30]
evam ukte bhagavān maitreyam.  bodhisattvam.  mahāsattvam etad 
avocat: āgantukam etan nāmadheyam.  praks. iptam.  tasmin 
sam. skāranimitte vastūni yad idam.  rūpam iti, āgantukam etan 
nāmadheyam.  praks. iptam. ... yad idam.  yāvad budhadharmā iti.
yata㶄 ca maitreya tena sam. skāranimittena vastūni rūpam ity 
etasmin nāmni rūpam iti sam. pratyayo bhavati, pratyayāgamah. 
pratisam. vedanā, tena ca maitreya paryāyen. a evam.  veditavyam. : 
āgantukam etan nāmadheyam.  praks. iptam.  tasmin sam. skāranimitte 
vastūni yad idam.  rūpam iti... yad idam.  yāvad buddhadharmā iti.
ǿŌāŊŖŢāŎŐŉāĿŢŇāřĹŜāŅŪă ŇŪāřāŌȦŪŉāŉŜāŌļŬŎāȲŉāŖŇŜāĽŬŜāȷŎŜāǤŢāŇŬŉāŇŎāŊŖŢāĻŬāŌŬā 
ĿŢŇāŎāŎĽŢŜāŊāŇŪāĿŢŇāřŜāĹļŢĹāŖŇŬĹŜāŊŘāŎőŇāřĹŜāŜŬă
ŗŬĻŜāʀāŎāǿŌā
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このように言われたとき，世尊は弥勒菩薩摩訶薩に次のように言っ
た． 「偶然に（āgantukam） 『これは色である』という命名が，その〈諸
行の因相〉（sam. skāra-nimitta）に対して付加され，偶然に『これは受，
想，諸行，識である』という命名が〔その〈諸行の因相〉に対して〕
付加され，乃至，偶然に『これは仏法である』という命名が〔その〈諸
行の因相〉に対して〕付加されたのです．
というのは弥勒よ，その〈諸行の因相〉により，事態に対して『色』
といい，その名称に対して『色』という同意（sampratyaya） がおこり，
了解（pratyayāgama），認識（pratisam. vedanā）がおこるから，また
弥勒よ，その方法によって，次のように知るべきです．〈偶然に『こ
れは色である』『これは受，想，諸行，識，乃至，仏法である』とい
う命名が，その〈諸行の因相〉に対して付加されたのである〉と．
[BZL236.32]
［bhagavān āha:］ tad anenāpi te maitreya paryāyen. a evam.  
veditavyam. . yat tat sam. skāranimittam.  vastus tan nirabhilapyād 
dhātor nānyan nāpy ananyan, sacet asmāt sam. skāranimittād vastuno 
nānyā nirabhilapyā dhātur nāpy ananyā, yatra idam āgantukan 
nāmadheyam.  praks. ipatam.  yad idam.  rūpam iti . . .  yāvad 
buddhadharmā iti, sam. skāranimittāc ced vastunā maitreya 
nirabhilapyā dhātur nānyā syād apīdānīm.  sarvabālapr. thagjanāh.  
parinirvāyur anuttarām.  samyaksam. bodhim abhisam. buddheran.
anya㶄 cen maitreya sam. skāranimittād vastuno nirabhilapyā dhātuh.  
syād apīdānīm.  tad api nimittam.  nopalabhyeta.
〔世尊は言った．〕「弥勒よ，おまえはこの方法によって次のよう
に知るべきである．その〈諸行の因相〉である事態は，言語表現でき
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ない界と異なるのでもなく，異ならないのでもない．ではどうして，
言語表現できない界は，そこにおいて『これは色である，受である，
想である，諸行である，識である，乃至，仏法である』というこの偶
然の命名が付加させるような，その〈諸行の因相〉である事態と異な
るのでもなく，異ならないのでもないのか．もし弥勒よ，〈諸行の因相〉
である事態と，言語表現できない界が異ならないのであれば，たった
今，凡夫が完全に涅槃するだろうし，無上正等覚を現等覚するであろ
う．
もし弥勒よ，〈諸行の因相〉である事態と，言語表現できない界が
異なるのであれば，もう，それによってその言語表現できない界を知
ることになるその因相をも把握することはできないだろう．」
[BZL237.15]
bhagavān āha: na tv evam.  sati maitreya vikalpamātram etad yad uta 
sam. skāranimittam.  vastu yatredam āgantukam.  nāmadheyam.  
praks. iptam.  yad idam.  rūpam iti... yāvad buddhadharmā iti, 
vikalpamātre vā punas tasya nirvikalpe vā dhātau vartamānasya 
vikalpes. v apagates. u katamā tasya vidyamānatā vāvidyamānatā 
vopalabhyate yatra idam āgantukam.  nāmadheyam.  praks. iptam.  yad 
idam.  rūpam iti... yāvad buddhadharmā iti.
世尊は言った．「しかし，そうであるならば弥勒よ，その〈諸行の因相〉
である事態は単なる分別に過ぎないものではないのか．それに対して
『これは色である，受である，想である，諸行である，識である，乃至，
仏法である』というこの偶然の命名が付加されるのであり，また，単
なる分別に過ぎない，あるいは無分別の界にあるものが，分別を離れ
ているとき，いかなるその存在性や非存在性を把握されるだろうか．
44
それに対して『これは色である，受である，想である，諸行である，
識である，乃至，仏法である』というこの偶然の命名が付加されるの
である．」
[BZL238.9]
bhagavān āha: yā maitreya tasmin sam. skāranimitte vastūni rūpam 
iti nāmasam. jñāsam. ketaprajñaptivyavahāran ni㶄ritya rūpasvabhāvatayā 
parikalpanā idam.  parikalpitam.  rūpam. ... yāvad ime parikalpitā 
buddhadharmāh. .
yā punas tasya sam. skāranimittasya vastuno vikalpamātradharmatāyām 
avasthānatā vikalpapratītyābhilapanatā tatredam.  nāmasam. jñā- 
sam. keta prajñaptivyavahāro rūpam iti... yāvad buddhadharmā iti. 
idam.  vikalpitam.  rūpam... ime vikalpitā buddhadharmāh. .
yā utpādād vā tathāgatānām anutpādād vā sthitaiveyam.  
dharmān. ām.  dharmatā dharmasthititā dharmadhātur yat tena 
parikalpitarūpen. a tasya vikalpitarūpasya nityam.  nityakālam.  dhruvam.  
dhruvakālam.  nih. svabhāvatā dharmanairātmyam.  tathatā bhūtakot. ir 
idam.  dharmatā-rūpam... ime yāvad buddhadharmā.
世尊は言った．「弥勒よ，その〈諸行の因相〉である事態に対して，『色
である』という名前，名称，用語，仮説，日常表現によって，『色』
の自性の性質としての遍計があり，これが遍計された『色』（parikalpita 
rūpa）である．弥勒よ，その〈諸行の因相〉（sam. skāra-nimitta）で
ある事態に対して，『受である』『想である』『諸行である』『色である』
乃至『仏法である』という名前，名称，用語，仮説，日常表現によっ
て，『受』『想』『諸行』『識』乃至『仏法』の自性の性質としての遍計
があり，これが遍計された『受』『想』『諸行』『識』乃至『仏法』で
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ある．」
また，その〈諸行の因相〉である事態には，単なる分別のみの法性
（vikalpa-mātra-dharmatā）としての状態であることがあり，分別に
依る言語表現であること（vikalpa-pratītyābhilapanatā） があり，それ
（〈諸行の因相〉である事態）に対して，この『色』『受』『想』『諸行』
『識』乃至『仏法』という名前，名称，用語，仮説，日常表現があり，
これが分別された『色』（vikalpita rūpa），これが分別された『受』，
これが分別された『想』，これが分別された『諸行』，これが分別され
た『識』乃至，これが分別された『仏法』である．
如来たちが現れなても現れなくても，この諸法の法性，法住性，法
界は確立しており，その遍計された『色』によって，分別された『色』
は常に，常時に，恒に，恒時に無自性であり，無我，真如，究極の真
実であること，これが法性としての『色』（dharmatā rūpa），法性と
しての『受』，法性としての『想』，法性としての『諸行』，法性とし
ての『識』，乃至，法性としての『仏法』である．
ここで〈諸行の因相〉である事態と，言語表現できない界が異なるので
も異ならないのでもない，という記述は『解深密経』における「諸行」と
「勝義」の議論と類似する．また，〈諸行の因相〉は単なる分別に過ぎない
と述べられることや，〈諸行の因相〉に名前や用語を付加することが遍計
であるというなど，『解深密経』の記述との類似点が多い．
6. 結語
『解深密経』の冒頭で，まず三解脱門として無因相（animitta）が述べ
られ，第 2章でも勝義を無因相として押さえられていた．しかし第 3章に
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おいては「諸行」と「勝義」とは異なるのか異ならないか，ということが
議論され，その中で〈諸行の因相〉を離れることなく離れる，因相の縛を
解脱することなく解脱する，という表現が見られた．このことは，単に「因
相を離れる」ということだけでは解決しない課題が背景にあることを示唆
する．
「諸行」を離れて別に「勝義」があるのではない，ということを一方で
は強調しつつも，もう一方では「諸行」は十二因縁においても苦の因と示
され，第 7章において「諸行」を厭うということが述べられるのである．
このように厭うべき「諸行」と，同じその「諸行」において「勝義」が成
り立つということの両方を説示する上で〈諸行の因相〉という表現が重要
な役割を果たすと考える．
そしてこの〈諸行の因相〉という表現が「分別」の問題を扱う場面で頻
出することは，この問題が「分別」と深く関わっていることを示している
といえる．『解深密経』において〈諸行の因相〉という複合語として最初
に見られるのは第 1章であり，〈諸行の因相〉は「分別から生じたもの」
と述べられる．第 7章でも「分別の活動領域」とされ，依他起の性質とし
て述べられる．『二万五千頌般若経』「弥勒請問章」においては「依他起」
の表現は見られないが，「単なる分別」（vikalpamātra），「分別された『色』
…『仏法』」（vikalpitam.  rūpam ... vikalpitā buddhadharmāh.）と述べられる．
そして『解深密経』においては，依他起の性質であり分別から生じた〈諸
行の因相〉について，自性と差別の性質として名前や用語を決定すること
が遍計所執の性質だという．この構図は，三性説の用語が使用されない「弥
勒請問章」においても同様である．
以上のことを踏まえると，勝義とは因相を離れていることだということ
のみでは，その勝義の成り立つ存在の根拠があきらかにならなかったとい
えるのではないか．勝義は「諸行」なしには成り立たないのであり，その
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諸行の内容を確かめるために〈諸行の因相〉という表現を使いながら，そ
こに「分別」の課題があることを浮き彫りにしたといえる．したがって，
唯識思想の形成過程において〈諸行の因相〉という表現は重要な役割の一
つを果たしていると考えられる．
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阿耨多羅三藐三菩提．
22　玄奘訳［T16.691a23］如熟酥上所有醍醐．不易施設與彼熟酥一相異相．又如
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長澤［1958］によればYoni㶄o-paripr.cchakā．
28　玄奘訳［T16.688c19］爾時如理請問菩薩摩訶薩．即於佛前問解甚深義密意菩
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34　玄奘訳［T16.696b14］如是我今領解世尊所説義者．若於分別所行遍計所執相．
所依行相中假名安立以爲色蘊．或自性相或差別相．假名安立爲色蘊生爲色蘊滅．
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35　玄奘訳［T16..696b20］若即分別所行遍計所執相所依行相．是名依他起相．世尊．
依此施設諸法生無自性性．及一分勝義無自性性．
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36　P/D: 
37　玄奘訳［T16.696b22］如是我今領解世尊所説義者．若即於此分別所行遍計所
執相所依行相中．由遍計所執相不成實故．即此自性無自性性．法無我眞如清淨
所縁．是名圓成實相．世尊．依此施設一分勝義無自性性．
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